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　当機構では、需要が堅調なカット野菜
（簡便野菜（キャベツ等の千切り）、鍋
物セット、カップサラダ、ポテトサラ
ダ）の消費動向調査（Ｗｅｂ調査）を平
成24年度から実施している。今回は、そ
のうち、コンビニエンスストアにおける
簡便野菜の最近の特徴を紹介する。
　消費者の購入先（複数回答）でみる
と、コンビニエンスストア（平成26
年:40.3％）は、スーパーマーケット・
生協等（同93.2%）に次ぐ店舗となって
おり、毎年、その割合は増加傾向にあ
る。
　また、年齢別に購入した者の割合をみ
ると、20～29歳層で最も高くなっている
が、最近では、40～49歳層、50～59歳層
の割合が着実に増加しており、購買層の
中壮年層への広がりがうかがわれる。
　さらに、世帯属性別に購入した者の割
合をみると、男女とも独身・単身世帯の
割合が高くなっているが、最近では専業
主婦女性の割合が増加しており、共働き
世帯よりも高くなっている。
　このうち、専業主婦女性がコンビニエ
ンスストアで購入する理由をみると、
「家庭での調理時間を節約できるから」
が増加傾向で75.0％（平成26年）と最も
高く、全世帯計の（同：68.1％）よりも
高いという特徴がみられる。このほか、
「好きなものを選んで購入できるから」
も増加傾向にある。
　このように、コンビニエンスストアで
は、店舗数の増加や、生鮮品を中心とす
る品揃えの充実もあり、カット野菜の購
入層が、従来の若者や共働き世帯から、
中壮年層や専業主婦層にも着実に広がり
つつある傾向がみられる。
　今後とも核家族化の進展や共働き世
帯、単身世帯の増加等に伴い、カット野
菜の需要先として、コンビニエンススト
ア向けの割合が徐々に高まることも考え
られる。
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